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Abstract リー群 Gが多様体M に作用しているとき，その商空間 G\M の
ハウスドルフ性は，不連続群論の研究において重要である．特
に，ベキ零リー群が線型空間にアファインかつ自由に作用すると
き，商位相は常にハウスドルフであると Lipsman は予想した．
しかし，この予想には反例があり，商位相は必ずしもハウスドル
フでない．この講演では，この非ハウスドルフ性を ‘可視化’した
い．より正確には，M への G作用から，自然に代数多様体 V が
定義され，V の特異点が商位相の非ハウスドルフ性に対応するこ
とを見る．


